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公正・公平な議会運営に努めます

地方創生の目標達成を目指します

志摩市議会議長　西 﨑 甚 吾

志摩市議会副議長　畑  美津子

　この度、市議会臨時会におきまして、議長に就任させていただきましたことは、誠に身に余る
光栄であります。議長として誠心誠意「公正・公平」かつ円満な議会運営に努めてまいりたいと
考えています。
　さて、合併後、13年目に入っております志摩市は、平成27年度に市の人口ビジョンが示され、
市創生総合戦略が開始されました。今年度からは、第２次財政健全化アクションプログラムもス
タートしています。
　現在、地方創生時代を迎える中で、喫緊で重要な課題が山積しています。議会も一丸となり委
員会活動や議員間討議を積極的に実施し、議論を重ねる責任があります。議会の役割を果たし、
期待に応えていく覚悟であります。
　今後とも、市民の皆様のご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げまして、就任のごあい
さつとさせていただきます。

　皆様のご支持をいただきまして副議長に就任させていただくことになりました。力不足ではあ
りますが、精いっぱい努力してまいりたいと思います。
　合併後12年が経過し、地方創生の目標達成のためにどうあるべきか、住民のための地域医療を
どうするのか、行政による財政健全化計画と市民が感じている意識の差をどう解消していくのか
等、志摩市には重い課題が山積しています。
　新市長を迎え、行政と議会が力を合わせ円滑な市政運営をしていけるよう副議長として議長を
補佐し、市民に信頼される議会づくりに努力してまいりたいと思います。市民の皆様のご理解と
ご支援をお願いいたします。
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平成28年
第５回
臨時会

総務政策常任委員会

産業建設常任委員会

教育厚生常任委員会

　政策推進部、総務部、市民生活部、
出納室、議会事務局、監査委員事務
局、選挙管理委員会、公平委員会お
よび固定資産評価審査委員会の所
管に関する事務並びに他の常任委
員会に属さない事務について審査・
調査を行う委員会

　産業振興部、建設部、上下水道部
および農業委員会の所管に関する事
務について審査・調査を行う委員会

　健康福祉部、教
育委員会および
病院事業部の所
管に関する事務
について審査・調
査を行う委員会

新
・
議
会
構
成 

決
定

〜
新
議
員
も
仲
間
入
り
〜

平
成
28
年
11
月
１
日
の
第
５
回
臨
時
会
に
お
い
て
役
員
改

選
を
行
い
、
正
副
議
長
、
議
会
選
出
監
査
委
員
、
各
委
員
お

よ
び
一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
議
員
の
紹
介
は
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議長

西
にし

﨑
ざ き

 甚
じ ん

吾
ご

副議長

畑
はた

 美
み

津
つ

子
こ

監査委員

中
なか

村
む ら

 和
か ず

晃
あ き

委　員
谷
たにぐち

口　覚
さとる

委員長
山
やました

下　弘
ひろむ

委　員
小
お が わ

河　光
てるあき

昭

委　員
山
やまぎわ

際　優
まさる

委　員
金
か ね こ

子　研
け ん せ

世

委員長
渡
わたなべ

辺　友
ゆ り か

里夏

委　員
野
の な

名　澄
す み よ

代

副委員長
大
おおにし

西　美
み ゆ き

幸

委員長
坂
さかぐち

口　洋
ひろし

委　員
福
ふ く だ

田　和
かずよし

義

委　員
中
なかむら

村　孝
た か し

司
委　員

中
なかむら

村　和
かずあき

晃

委　員
濵
はまぐち

口　三
み よ か ず

代和

委　員
上
うえむら

村　秀
ひでゆき

行

委　員
橋
はしづめ

爪　政
まさよし

吉

副委員長
上
うえむら

村　繁
し げ こ

子

委　員
森
もり

　　昶
ひさし

副委員長
井
いのうえ

上　裕
ひろすけ

允

委　員
畑
はた

　美
み つ こ

津子
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議会運営委員会議会改革特別委員会

伊勢志摩サミット調査推進特別委員会

財政健全化調査特別委員会

一部事務組合等議会議員

議会広報特別委員会

　定例会などの会期日程や議会運営に関する事
項、議長の諮問に関する事項について審査・調
査を行う委員会

議会の在り方について調査・研究を行う委員会

　伊勢志摩サミットに関する調査・研究や開催後
の評価・検証を行う委員会
※議長を除く全議員で構成

　第２次財政健全化アクションプログラムの評価・
検証を含め、財政健全化に関する調査・研究を
行う委員会
※議長を除く全議員で構成

鳥羽志勢広域連合議会

志摩広域消防組合議会

志摩広域行政組合議会

伊勢地域農業共済事務組合議会

議会の広報に関する調査・研究や編集を行う委員会

委 員 長　山際　　優
副委員長　福田　和義
委　　員　井上　裕允
　　　　　谷口　　覚
　　　　　山下　　弘
　　　　　濵口三代和
　　　　　小河　光昭

委 員 長　小河　光昭
副委員長　坂口　　洋
委　　員　上村　秀行
　　　　　金子　研世
　　　　　福田　和義
　　　　　谷口　　覚
　　　　　山際　　優

委 員 長　森　　　昶
副委員長　畑　美津子

委 員 長　山際　　優
副委員長　中村　和晃

上村　秀行　　　大西　美幸
福田　和義　　　井上　裕允
谷口　　覚　　　山下　　弘
山際　　優　　　坂口　　洋

渡辺友里夏　　　金子　研世
福田　和義　　　野名　澄代
小河　光昭　　　上村　繁子

渡辺友里夏　　　上村　秀行
中村　和晃　　　井上　裕允
山下　　弘　　　濵口三代和

大西　美幸　　　上村　繁子
畑　美津子

委 員 長　大西　美幸
副委員長　坂口　　洋
委　　員　橋爪　政吉
　　　　　渡辺友里夏
　　　　　野名　澄代
　　　　　山下　　弘
　　　　　畑　美津子

区分 議案番号 議 　案　 名 議決結果

その他 同意第  3号 監査委員の選任 同意

●全会一致で議決した議案等
※紙面の都合上、議案名が省略され、正式名でないことがあります。 人 

事

　

監
査
委
員
に
次
の
方
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

●
監
査
委
員

　

中
村　

和
晃（
議
会
選
出
）
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11
月
18
日
に
第
６
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
、

監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
委

員
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ

次
の
方
を
任
命
・
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

平成28年
第６回
臨時会教育委員会委員等の 任命・選任に同意

委員会付託 審査結果

付託なし ―

付託なし ―

付託なし ―

付託なし ―

予算特別委員会 可決

予算特別委員会 可決

委員会付託 審査結果

付託なし ―

付託なし ―

付託なし ―

付託なし ―

区分 議案番号 議 　案　 名 議決結果

そ
の
他

同意第  5号 教育委員会委員の任命 同意

同意第  8号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

同意第  9号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

同意第10号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

予
算

議案第76号 平成28年度一般会計補正予算（第４号） 可決

議案第77号 平成28年度下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

区分 議案番号 議 　案　 名 議決結果

そ
の
他

同意第  6号 監査委員の選任 同意

同意第  7号 公平委員会委員の選任 同意

同意第11号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

同意第12号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同意

●全会一致で議決した議案等	 ※紙面の都合上、議案名が省略され、正式名でないことがあります。

●賛否が分かれた議案等

●
教
育
委
員
会
委
員

　

中な
か
い井　

一か
ず
た
か隆

（
磯
部
町
）

●
監
査
委
員

　

中な
か
じ
ま島　

郁く
に
ひ
ろ弘

（
阿
児
町
）

●
公
平
委
員
会
委
員

　

橋は
し
も
と本　

清き
よ
か
ず一

（
磯
部
町
）

●
固
定
資
産
評
価
審
査

　
　
　
　
　
　
委
員
会
委
員

　

阪さ
か
も
と本　

　

保た
も
つ（

磯
部
町
）

　

勝か
つ
だ田　

明あ
き
ひ
ろ葊

（
志
摩
町
）

　

濱は
ま
ぐ
ち口　

　

卓た
か
し（

浜
島
町
）

　

三み
つ
は
し橋　

雄ゆ
う
い
ち一

（
阿
児
町
）

　

東あ
ず
ま

　
　
　

忍し
の
ぶ（

大
王
町
）

議員名

議案番号

橋
爪
　
政
吉

中
村
　
孝
司

渡
辺
友
里
夏

上
村
　
秀
行

金
子
　
研
世

大
西
　
美
幸

中
村
　
和
晃

福
田
　
和
義

井
上
　
裕
允

野
名
　
澄
代

谷
口
　
　
覚

山
下
　
　
弘

濵
口
三
代
和

山
際
　
　
優

小
河
　
光
昭

坂
口
　
　
洋

上
村
　
繁
子

森
　
　
　
昶

畑
　
美
津
子

賛
　
成

反
　
対

同意第  6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠 × 15 3

同意第  7号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1

同意第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 16 2

同意第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 17 1

●議員の賛否一覧

西㟢甚吾議長は表決に加わりません。　【○：賛成   ×：反対   欠：欠席】
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新
議
員
紹
介

①
在
職
期
数
　
②
所
属
政
党

③
趣
味
　
　
　
④
抱
負

　

平
成
28
年
10
月
6
日
か
ら

14
日
に
か
け
、
市
内
５
会
場

で「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
・

議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
議
会
の

活
性
化
と
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
市
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
に
開
催
し

た
も
の
で
、
初
開
催
で
あ
っ

た
昨
年
よ
り
46
人
多
い
、
延

べ
１
４
８
人
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◦
市
民
病
院
の
一
般
外
来
患

者
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
。

◦
市
民
病
院
の
一
般
病
棟
を

再
開
す
る
べ
き
。

◦
市
民
病
院
へ
行
く
交
通
手

段
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

◦
市
議
会
と
し
て
市
民
病
院

を
後
押
し
す
る
と
い
う
気
持

ち
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

◦
県
立
志
摩
病
院
の
充
実
が

必
要
で
あ
る
。

◦
市
民
病
院
の
赤
字
を
解
消

し
な
け
れ
ば
市
は
や
っ
て
い

け
な
い
。
議
員
は
真
剣
に
考

え
る
べ
き
。

◦
赤
字
額
全
体
だ
け
で
な
く

交
付
金
等
を
含
め
て
正
確
に

伝
え
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

◦
ど
れ
だ
け
お
金
が
必
要
で

も
市
民
病
院
を
継
続
し
て
い

く
べ
き
。

◦
ど
の
よ
う
な
形
で
ポ
ス
ト

サ
ミ
ッ
ト
を
進
め
る
の
か
。

◦
も
っ
と
市
内
の
行
事
を
応

援
し
て
ほ
し
い
。

◦
伊
勢
志
摩
ナ
ン
バ
ー
を
提

案
し
た
が
立
ち
上
が
り
が
遅

い
。
前
を
向
い
て
や
っ
て
ほ

し
い
。

◦
住
民
が
警
備
体
制
を
温
か

く
受
け
入
れ
、
サ
ミ
ッ
ト
の

成
功
に
つ
な
が
っ
た
。

◦
人
口
減
少
は
喫
緊
の
課
題

な
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

◦
賢
島
に
設
置
さ
れ
る
記
念

館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
等
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
お
願
い

し
た
い
。

◦
雑
草
が
茂
り
、
道
路
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で

「
お
も
て
な
し
」
が
で
き
る

地
域
と
は
言
え
な
い
。

◦
ご
み
の
分
別
が
細
か
す
ぎ

る
。
も
う
少
し
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

◦
違
法
ご
み
は
収
集
せ
ず
に

集
積
所
に
し
ば
ら
く
置
い
て

お
く
が
、
そ
の
期
間
が
長
す

ぎ
る
。

◦
市
道
、
農
道
、
林
道
の
管

理
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

◦
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
増
加
し

て
い
る
。
ご
み
集
積
所
を
破

壊
し
、
ご
み
を
あ
さ
っ
て
い

る
の
で
対
策
を
考
え
て
ほ
し

い
。

◦
景
観
を
壊
す
太
陽
光
発
電

の
増
加
が
不
安
。
規
制
す
る

条
例
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

◦
住
民
の
ニ
ー
ズ
と
将
来
を

考
え
て
予
算
を
執
行
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◦
議
会
を
休
日
や
夜
に
開
催

し
て
は
ど
う
か
。

◦
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の

内
容
も
議
会
だ
よ
り
に
掲
載

し
て
ほ
し
い
。

◦
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
等
、

議
員
自
ら
身
を
切
る
改
革
を

検
討
す
べ
き
。

◦
政
務
活
動
費
の
事
務
処
理

が
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

の
か
危
惧
し
て
い
る
。

　

第
１
部
で
は
予
算
・
決
算

の
概
要
や
主
な
本
会
議
審
議

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
共
通
テ
ー
マ
で

あ
る
「
地
域
医
療
」、「
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
生
か

す
ま
ち
づ
く
り
」
や
、
各
地

域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見

や
反
省
等
を
踏
ま
え
な
が
ら

テ
ー
マ
設
定
や
意
見
交
換
の

仕
方
、
開
催
日
時
の
周
知
方

法
等
を
検
討
し
、
今
後
も
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
こ

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い

く
予
定
で
す
。

議会活動を報告

市民と意見交換

～開かれた議会を目指して～

延
べ
１
４
８
人
が
参
加

地
域
医
療

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
開
催

を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他

主
な
意
見
・
要
望

　

意
見
交
換
会
で
寄
せ
ら
れ

た
主
な
意
見
・
要
望
等
を
紹

介
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は

裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
なかむら

村 孝
た か し

司 議員橋
はしづめ

爪 政
まさよし

吉 議員
①
１
期  

②
無
所
属

③
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

④�

「
自
治
会
・
市

民
の
声
を
市
政

に
」
を
基
本
に
、

志
摩
市
発
展
の

た
め
に
が
ん
ば

り
ま
す
。

①
１
期  

②
無
所
属

③
釣
り

④�

「
市
民
の
チ
カ

ラ
を
、
地
域
の

チ
カ
ラ
に
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
た
市
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
。
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編

集

後

記

　

議
会
報
告
会
で
は
、
参
加

さ
れ
た
皆
様
か
ら
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議

員
バ
ッ
チ
の
重
み
を
再
認
識

し
、
皆
様
か
ら
の
叱
咤
激
励

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
に
よ
り
新
市

長
と
新
議
員
２
名
が
加
わ
り
、

議
場
の
空
気
も
一
転
し
ま
し

た
。
改
選
ま
で
の
残
り
１
年
、

議
員
が
一
丸
と
な
り
、
提
出

さ
れ
た
案
件
に
対
し
、
計
画
、

予
算
、
事
業
の
費
用
対
効
果

な
ど
内
容
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
、
市
民
の

代
弁
者
と
し
て
恥
じ
ぬ
よ
う
、

よ
り
一
層
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

大
西　

美
幸

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会
■

委 

員 

長　

大
西　

美
幸

副
委
員
長　

坂
口　
　

洋

委　
　

員　

橋
爪　

政
吉

委　
　

員　

渡
辺
友
里
夏

委　
　

員　

野
名　

澄
代

委　
　

員　

山
下　
　

弘

委　
　

員　

畑　

美
津
子

市民との意見交換会

議会報告会
昨年に引き続き、今年も実施
アンケート集計結果

（回収率 87.2％）

70歳代以上
22％

60歳代
59％

50歳代
7％

40歳代
5％

無回答
2％

30歳代  5％

あなたの年齢は

主なご意見・ご感想（抜粋）
○口頭の説明に合わせた資料の提供が望ましい。
○資料不足。口だけでは理解する前に次の項目
　にいってしまい理解できないことが多かった。
○議会の報告は必要ない。
○テーマが偏りすぎである気がする。
○参加人数が多くないとあまり意味がない。　　
○参加人員が少ない。特に女性が少ない。
○市政懇談会と大差ない。

○議員の考え方が見えづらい。
○質疑に対する回答が不十分である。
○たくさんの人が発言できるよう運営していただきたい。
○生の市民の声を聞こうとする姿を評価する。
○意見を聞く場を設置した姿勢はすばらしいが、実際に
　その意見をちゃんと反映してほしい。
○詳しい説明がなされ、勉強になった。
○定期的に開催してほしい。

どちらとも
いえない
42％

無回答  8％

わかりにくかった
35％

わかりやすかった
15％

第１部の報告内容
はいかがでしたか

参加により
関心が持てた
33％

関心があるの
でよかった
45％

無回答
12％

他のテーマが
よかった
10％

第２部の意見交換のテ
ーマはいかがでしたか

評価する
58％

評価しない
9％

どちらとも
いえない
29％

無回答  4％

報告会を評価
しますか

阿児アリーナ（参加者52人） 

・・・・・・・・・・　　貴重なご意見、どうもありがとうございました 　・・・・・・・・・・

大王公民館（参加者24人） 志摩文化会館（参加者22人） 浜島生涯学習センター（参加者12人） 

磯部生涯学習センター（参加者38人） 


